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年間総括

事務用品
のグリー
ン購入

目標はほぼ達成できているが、漏水
部分を早急に修理して一層の成果が
上がるように改善する.

自宅敷地内の漏水部分があり、事務
所と配水管が繋がっているため、実
際よりも使用量が増えている。

再生紙使用のコピー用紙、ファイル
等事務用品を購入した。

今後も事務用品や消耗品はグリーン
マーク製品を購入するよう努める。

代表者変更したが、夜間残業量の増加という数年来の課題の見直しができていないため、根
本的な改善に至っていない。

夜間残業量の増加に伴うエアコン使
用により、目標は達成できていな
い。
こまめに消灯、明るい時間帯での作
業を試みているが、まだまだ工夫し
て改善する必要がある。

アイドリングストップや急発進・急
停車をしない等安全運転に努めるだ
けでなく、用事をまとめて出掛ける
などの工夫をしており、これらを徹
底する。

日中は現場に出るため仕方ない所もあ
るが、エコの観点だけでなく健康面か
らも夜間残業のあり方を見直す必要が
ある。

代表者変更関連の事務処理のため、
各方面への外出が増えた月もあった
が年間では目標達成できた。
今後も安全運転を心がけていく。

裏紙使用や無駄なコピーは控える等
ささいな工夫を続けている。

目標を大幅に達成できている。
現場管理のため書類の印刷はやむを
えないが、今後もできるだけ無駄を
減らす。
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2022年度環境経営目標の達成状況と評価

近年のSDGzへの関心の高まりもあってか、作業員にも環境に対する意識が根付いてきた
ように思う。
高齢者ばかりの職場ではあるが、現場を安全に稼働させることこそが環境経営活動にも
繋がることを常に意識しながら無理なく活動していきたい。

倉庫や現場での電力使用がほ
とんどないため、目標が達成
できている。

複数の現場への移動・稼働に
より、ガソリン使用量が増
え、目標達成にはほど遠い。
アイドリングストップやエコ
ドライブ10などを徹底する。

工種により現場での軽油使用
量が増え、目標達成にはほど
遠い。燃費のよい重機の採用
や日常点検の徹底、さらには
重機の効率的な稼働に努める
必要がある。

作業員同士も声を掛け合うなど節電
の意識ができてきたためもあり、大
幅に目標達成できている。
工法や工種により、電力の使用が増
えることもこともあるが、引き続き
取り組む。

乗り合わせて移動したり、アイドリ
ングストップや安全走行を徹底する
ことで夏季は改善が図られたが目標
は未達成。今後も計画に示す取り組
みをしっかり実施する。

受注工事の工法・工種、低燃費重機
の採用及び日常点検の徹底、重機の
効率的な運用などにより下期は改善
が図られたが目標は未達成。工法・
工種により軽油の使用量が増えるこ
とは仕方ないが、今後も計画に示す
取り組みをしっかり実施する。
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